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昨
年
の
北
海
道
会
・
新
潟
会
に
続
き
、
同
窓

会
の
地
方
支
部
会
と
し
て
新
た
に
長
野
会
の
設

立
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
長
野
会
よ
り
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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皆様こんにちは。法学部三期生の立岡幸江、樋口雄一です。

今年、駿河台大学同窓会長野県支部会の設立を行ないます。

つきましては、長野県在住あるいは長野県出身の同窓生、そ

して、長野県に縁のある同窓生のあなた、以下のメールアド

レスまたは携帯まで是非ご連絡をいただきたいと思います。

温かく包み込むような、無理をせず、安心できるつながりと

しての支部会を目指しています。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

メールアドレス　sundai-nagano@answerwind.com

電話番号　090-3276-7929（樋口雄一）

同窓会総会・懇親会のご案内

開催日：2013年５月25日（土）

場　所：〈総　会〉駿河台大学飯能キャンパス 第二講義棟１４階会議室

　　 　  〈懇親会〉ホテル・ヘリテイジ飯能　（6階 ヘリテイジホール）

　　　　〒357-0038 埼玉県飯能市仲町11-21 西武飯能ステーションビル内

時　間：〈総会〉14時00分～　　〈懇親会〉17時00分～

　　　　12時30分～14時00分までキャンパスツアーを実施いたします。
　　　　　  第二講義棟１階にお集まりください。

会　費：無料
遠方から来られる卒業生の方へ：ホテル・ヘリテイジ飯能への宿泊費を、一部同窓会で負担させていだきます。
詳細は別紙「同窓会総会・懇親会開催について（ご案内）」をご覧ください。

ホームカミングデーのお知らせ

駿輝祭１日目の10月26日（土）にホームカミングデーを開

催いたします。恒例となりました同窓会主催の講演会や懇

親会（参加無料）を企画しております。詳細は10月発行の

同窓会報でご案内いたします。

※ 昨年より、同窓会総会やホームカミングデーの会場に名刺箱
を設置しております。在学生の就職支援にご協力いただける
方は、名刺をお持ちください。（活用に際しては、別途大学か
らご連絡させていただきます。）

○支部会・懇親会開催のご案内は、同窓会ホームページ・同窓会報

　もしくは、各地在住の卒業生宛てに郵送にて行います。

■北海道会　事務局長：上見国敏さん（1995年経済学部卒）

　〒085-0034

　　釧路市白金町2-3ジャルディーノ都心白金102上見ビル（有）内

　TEL 0154-24-3811 FAX 0154-24-3810

■新潟会　　支部会長：廣川智志さん（1991年法学部卒）

※同窓会事務局宛てにご連絡ください。

　

２
０
１
３
年
度
同
窓
会
総
会
を
駿
河
台

大
学
飯
能
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
懇
親
会
を

ホ
テ
ル
・
ヘ
リ
テ
イ
ジ
飯
能（
旧
飯
能
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
２
年
度
同
窓
会
事

業
及
び
決
算
を
報
告
し
、
２
０
１
３
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
等
を
審
議
し

ま
す
。
懇
親
会
は
、毎
年
大
勢
の
卒
業
生
・

教
職
員
が
集
い
、
懐
か
し
い
学
友
や
先
生

と
の
再
会
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

立
食
パ
ー
テ
ィ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

飯
能
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
総
会
開
催
は

12
年
ぶ
り
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
タ
ワ
ー
ズ

（
学
生
寮
）や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
新
し
い
施
設
の
見
学
は
も
ち

ろ
ん
、
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
大

学
会
館
や
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
５
階

（
ビ
ュ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
）も
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
活
躍
中
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

出
席
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
同
封
の
は
が
き
を
同
窓
会
事
務

局
ま
で
返
送
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
方
々
の
た
め
の「
公
開
講
座
」を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
４
月
よ
り
、
本
学
の
卒

業
生
は
公
開
講
座
を
無
料
で
受
講
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
講
義
ス
タ
イ
ル
の
講
座
か
ら
、

自
然
観
察
・
ゴ
ル
フ
教
室
ま
で
、
様
々
な
公
開

講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
も

う
一
度
母
校
で「
学
ん
で
」み
ま
せ
ん
か
。

問
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合
わ
せ
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駿
河
台
大
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域
連
携
課
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小
澤
伸
光
先
生
に
よ
る
卒
業
生
対
象
の
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
、
今
年
度
も
引
き
続
き
開
催

い
た
し
ま
す
。
昨
年
度
は
計
６
回
実
施
し
、
15

名
程
の
卒
業
生
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開

催
日
程
や
内
容
は
、
随
時
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

今年は飯能で！！
2013年度同窓会総会・懇親会のご案内

公
開
講
座
の
受
講
料
が
無
料
に

な
り
ま
し
た

「
実
践
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」の

お
知
ら
せ

長
野
支
部
会
が
発
足

し
ま
す
！

発行：駿河台大学同窓会事務局
〒357-8555 埼玉県飯能市阿須698
☎042-972-1101
dousou@surugadai.ac.jp
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2012年度総会

現在の樋口雄一さん 在学時は「サエラ」（テニ
スサークル）で活動して
いました



就職率の高い大学

満足度の高い大学

 地域社会の中核を担う
人材を育成する大学

　地域活性化の
核となる大学

　地域の知の
核となる大学

経済経営学部がスタートしました

同窓会として
　同窓会の設立趣旨は、卒業生（会員）相互の親睦を深めるとともに、大学との連携を保ちながら後輩の在学生（準会員）に対する物心両面にわたる

後援活動を行い、母校の発展に寄与することにあります。

　これまで同窓会では、創立２５周年記念事業における企画実施費用の支援、「森林文化実習」や「まちづくり実践」といったキャリア関連科目への

寄付、大学や部活動に対する毎年の備品寄付（卒業寄付）等、様々な後援活動を行ってきました。

※詳細は同窓会ホームページの活動状況（http://www.surugadai.ac.jp/dousou/index.html）をご参照ください。

　また、本学は開学27年目を迎え、およそ２万人の卒業生が社会の各方面で活躍しています。卒業生をキャリア関連科目の講師に招き、在学生に「社

会の現場」を講義していただくという、新たな人的支援も進んでおります。

　同窓会役員及び事務局は、大学の示したグランドデザインの趣旨を理解し、皆さまのご意見を聞きながら、適切で効果的な同窓会費の活用に努

めてまいります。併せて、大学の就職部門と連携を取りながら、卒業生の社会経験を在学生のキャリア支援につなげる活動の在り方についても検討・

実践いたします。

　引き続き、同窓会事業についてのご理解とご協力をお願いいたします。

川村学長（左）と山口理事（右）

駿河台大学はどのような大学を目指すのか

駿河台大学は
「地域に根ざした大学」として
社会的役割を担います

駿河台大学が今後5年間で 実現すべき目標と計画を示したもので、
毎年、達成度の検証と評価を行い、着実に目標の達成を目指します。
グランドデザインの詳細は、
大学ホームページ　http://www.surugadai.ac.jp/をご参照ください。

同窓会役員への説明会が開かれました
　2013年1月12日（土）、この度のグランドデ

ザイン策定について、同窓会役員を対象とし

た説明会が開かれました。川村正幸学長及び

担当理事の山口博伸常任理事より、策定の経

緯や内容について説明がなされ、同窓会と大

学との連携・協力が改めて確認されました。

すべての
基礎にあるのは

ひ
と
り
ひ
と
り
の
学
生
を
あ
り

の
ま
ま
に
み
つ
め
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
夢
と
そ
の
歩
み
を

支
援
し
自
立
へ
と
促
す
教
育

◆ すべての科目をキャリア教育と捉え、社会人基

礎力を育成します。

◆ 初年次教育を充実させ、高校から大学への学び

の移行をサポートします。

◆ 各年次に必修の少人数ゼミを配置します。

◆ 幅広い教養教育と充実した専門基礎教育で社会

を見る目を養います。

◆ 社会的ニーズを先取りした教育を展開します。

◆ キャリア教育と就職支援が一体となったキャリ

アセンターが丁寧に就職を支援します。

◆ 卒業後も就職が決まらない学生へのフォロー

アップを行います。

（2013年度新カリキュラムを出発点として）

（キャリアセンターを中心に）

「駿河台大学グランドデザイン」とは

1

教育力の駿大
愛
情
教
育

就業力の駿大

2 3

建
学
の
精
神
で
あ
る

　2013年４月より、駿河台大学経済学部は「経済経営学
部」として再スタートしました。
　経済と経営を幅広く学ぶという従来の特色をさらに押
し進め、社会の中ですぐに活躍できる力をつけるのが本
学部の目的です。また、進路と学習目的に応じた３コー
ス（「経済と社会コース」「ビジネスとマネーコース」「マー
ケティングと戦略コース」）を設置、カリキュラムも新た
に、社会への旅立ちをサポートします。

「駿河台大学グランドデザイン」を
策定しました！



「駿河台大学グランドデザイン」では、学生が充実した楽しい大
学生活を送り、日々の大学生活を満足できるように、施設面の
改善と充実も図っています。

イメージ

イメージ

イメージ

第二講義棟パウダーコーナー

メディアセンター 5F
キャンパスが一望できる眺めの良いエリアを

「ビューラウンジ」として学生に開放します。
「ビューラウンジ」には、「ファミリーマート」
のおいしさと便利さを詰め込んだ自販機型コ
ンビニを設置します。

講義棟南側テラス
喫煙スペースを移設し、テラスにして、ラン
チ や コ ー ヒ ー 等、
ちょっとしたくつろ
ぎの空間に整備しま
す。有料ワゴンサー
ビスも始めます。

最先端アクティブ・ラーニング教室（3404教室）
最先端アクティブ・ラーニング教室として改修しま
す。ドアや中の内装に地域とのかかわりを出すた
めに西川材を使った温かみのある教室になります。

パウダーコーナー
講義棟3・4F、大学会館3F及びメディアセンター
5Fの女性用トイレと、第二講義棟地下1F女子ロッ
カー室内にパウダーコーナーを設置します。

本部管理棟1Fロビー
地域と大学の架け橋として、本部管理棟1Fロビーは、
地域と大学の交流ラウンジに生まれ変わります。地
域に根ざした大学をめざす駿河台大学にとって、新
たな活動の拠点が始動します。

大学会館１F
ポップな感じの明るい学食をめざし、机と椅子を入れ替
えます。窓際のカウンター席には電源を配備し、PC等が
使える環境を整えます。
バス停側の入口右側には、
待合スペースを作りました。

大学会館地下テラス
壁を白くして、光の入る吹き抜けの
オープンカフェのおしゃれな空間に変
わります。

セブンイレブン
大学会館1F南側のエリアにコンビニエンスストア

「セブンイレブン」がオープンします。
ATMセブン銀行（電子マネー nanacoへのチャージ）
や公共料金の支払（携帯電話料金等）、「チケットぴあ」
や資格・検定・受験の各種申込など、買い物だけでな
く様々なサービスも受けられます。

キャンパス改修について
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盤
高
校
出
身

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

酒
井　

真
洋

新
潟
県
立
長
岡
商
業
高
校
出
身

現
代
文
化
学
部
現
代
文
化
学
科

平
林　

薫
弥

長
野
県
岡
谷
南
高
校
出
身

心
理
学
部
心
理
学
科

渡
邉　

篤

市
立
仙
台
高
校
出
身

菩
提
樹
賞

法
学
部
法
律
学
科

板
垣　

瞳

新
潟
県
立
村
上
高
校
出
身

黒
沢　

亮
太

埼
玉
県
立
小
鹿
野
高
校
出
身

小
澤　

寛
徳

埼
玉
県
立
豊
岡
高
校
出
身

佐
藤　

幸
紀

埼
玉
県
立
松
山
高
校
出
身

杉　

勇
人

埼
玉
県
立
和
光
高
校
出
身

橋
本　

智
紀

福
島
県
立
田
村
高
校
出
身

早
川　

美
穂

群
馬
県
立
前
橋
商
業
高
校
出
身

平
田　

友
規

群
馬
県
立
伊
勢
崎
高
校
出
身

蛭
間　

大
智

群
馬
県
立
桐
生
西
高
校
出
身

経
済
学
部
経
済
経
営
学
科

出
浦　

尚

埼
玉
県
立
秩
父
高
校
出
身

岩
田　

竜
一

都
立
拝
島
高
校
出
身

内
田　

竜
太

埼
玉
県
立
所
沢
中
央
高
校
出
身

加
賀　

清
彦

都
立
八
王
子
北
高
校
出
身

須
貝　

綾
香

新
潟
県
立
新
発
田
南
高
校
出
身

武
井　

駿

群
馬
県
立
高
崎
東
高
校
出
身

羽
鳥　

梢

私
立
高
崎
商
科
大
学
付
属
高
校
出
身

東　

健
次

都
立
羽
村
高
校
出
身

山
田　

雅
人

新
潟
県
立
十
日
町
高
校
出
身

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

足
立　

菜
穂

都
立
石
神
井
高
校
出
身

天
沼　

紘
子

栃
木
県
立
烏
山
女
子
高
校
出
身

小
池　

俊
範

埼
玉
県
立
狭
山
青
陵
高
校
出
身

高
橋　

敦
史

都
立
蔵
前
工
業
高
校
出
身

田
中
悠
美
子

私
立
鶴
岡
東
高
校
出
身

現
代
文
化
学
部
現
代
文
化
学
科

磯
野　

直
人

都
立
小
平
高
校
出
身

梅
林　

規
絵

埼
玉
県
立
豊
岡
高
校
出
身

柏
木　

耕
平

埼
玉
県
立
川
口
高
校
出
身

平
澤　

加
奈

長
野
県
飯
田
長
姫
高
校
出
身

心
理
学
部
心
理
学
科

大
野
祐
美
子

私
立
東
海
大
学
管
生
高
校
出
身

篠
原　

裕
子

長
野
県
野
沢
北
高
校
出
身

照
屋　

理
佳

都
立
練
馬
高
校
出
身

西
野
加
奈
代

埼
玉
県
立
所
沢
西
高
校
出
身

特
別
賞

法
学
部
法
律
学
科

石
井　

宏
樹

埼
玉
県
立
川
越
西
高
校
出
身

斎
藤　

秀
廣

埼
玉
県
立
深
谷
高
校
出
身

経
済
学
部
経
済
経
営
学
科

遠
藤　

翔

私
立
盛
岡
中
央
高
校
出
身

大
岩　

航
也

埼
玉
県
立
入
間
高
校
出
身

永
山　

雄
一

私
立
豊
南
高
校
出
身

原
井　

健
悟

埼
玉
県
立
新
座
総
合
技
術
高
校
出
身

ZHOU DA LIANG

留
学
生
・
中
国

現
代
文
化
学
部
現
代
文
化
学
科

坂
本　

杏

都
立
五
日
市
高
校
出
身

武
市　

聡
美

市
立
大
宮
西
高
校
出
身

心
理
学
部
心
理
学
科

岩
野　

亜
弓

市
立
前
橋
高
校
出
身

小
林　

和
未

埼
玉
県
立
所
沢
西
高
校
出
身

中
山　

真
実

茨
城
県
立
八
千
代
高
校
出
身

羽
富
つ
ぐ
み

茨
城
県
立
堺
高
校
出
身

　今回の駿輝祭では、多くのゼミナー
ルが出展し日頃の学習成果を発表しま
した。ホームカミングデー来場者にご
協力いただいたアンケート結果等をも
とに、より優れた展示に対して表彰を
行いましたので、報告いたします。

理事長賞：野村正弘ゼミナール「飯能
市の民話（天狗）についての展示発表」

学長賞：天野宏司ゼミナール「卒業生
の学生時代（写真等の展示）」

同窓会長賞：本間邦雄ゼミナール「ペ
タンクを愉しもう！」
※「ペタンク」はフランス発祥の球技で、期間
中は卒業生がゲームを楽しむ姿も見られまし
た。本間ゼミには同窓会から賞状及び賞金が
贈られました。

　

２
０
１
２
年
11
月
18
日
（
日
）、
群
馬
県
緑
野

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
卒
業
生
・
教

職
員
・
ゴ
ル
フ
部
現
役
学
生
の
総
勢
14
名
が
集

い
、
同
窓
会
主
催
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

一
期
生
が
卒
業
し
て
か
ら
約
20
年
、
卒
業
生

の
懇
親
の
場
を
広
げ
る
た
め
に
以
前
か
ら
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
初
め
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
澄
ん
だ
青
空
の
も
と

同
窓
会
名
誉
会
長
の
山
﨑
善
久
理
事
長
に
よ
る

始
球
式
が
行
わ
れ
、
ボ
ー
ル
が
打
た
れ
た
瞬
間

に
は
、
大
会
開
催
を
待
ち
望
ん
で
い
た
参
加
者

全
員
が
様
々
な
想
い
を
馳
せ
て
い
る
様
子
で
し

た
。

　

結
果
は
、
大
会
の
進
行
役
を
お
引
き
受
け

い
た
だ
い
た
吉
田
将
卓
さ
ん
（
平
成
10
年
法
学

部
卒
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
な
お
、
景
品
は

「F
M

N
A

C
K

5

」「
駿
河
台
大
学
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
」
よ
り
無
償
で
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
。

身
の
周
り
の
自
然
に
改
め
て
目
を
向
け
る
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

<

懇
親
会>

　

講
演
会
終
了
後
、
第
二
講
義
棟
15
階
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
、
同
窓
会
主
催
の
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
卒
業
生
を
は
じ
め
、
ご
家
族
や

ご
友
人
、
教
職
員
を
含
め
た
、
約
２
４
０
名
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
は
お

子
さ
ま
連
れ
の
卒
業
生
も
多
く
、
明
る
い
声
が

響
く
ひ
と
き
わ
賑
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

懇
親
の
場
を

盛
り
上
げ
る
の

は
、
大
学
会
館

（
食
堂
）４
階
に

あ
る
武
城
さ
ん

提
供
の
お
い
し

い
食
事
で
す
。

毎
年
好
評
で
、

今
回
も
ま
た
た

く
間
に
完
食
と

な
り
ま
し
た
。

　

余
興
は
、
昨
年
の
埼
玉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
見
事
銀
賞
を
受
賞
し
た
、
本
学
吹
奏
楽
部

の
現
役
学
生
に
よ
る
生
演
奏
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

と
フ
ル
ー
ト
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
２
曲
を
披
露

し
、
会
場
に
華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
恒
例
の
校
歌
斉
唱
を
も
っ
て
会
は
お

開
き
と
な
り
、
来
場
者
の
方
々
に
は
、
お
み
や

げ
と
し
て
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ー
を
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
10
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）、

第
26
回
駿
輝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
例
年
駿
輝
祭
初
日
に
卒
業

生
が
集
い
、
懐
か
し
い
母
校
で
の
ひ
と
時
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
、
同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

<

講
演
会>

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
同
窓
会
・
父
母
会
共
催

の
講
演
会
で
は
、
俳
優
で
気
象
予
報
士
の
石
原

良
純
さ
ん
よ
り
、「
空
を
見
よ
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
、
卒
業
生
や
近
隣
の
方
、
在
学
生
や
ご
父
母

等
、
６
５
０
名
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

石
原
さ
ん
の
人
気
ぶ
り
が
窺
え
ま
し
た
。

　

講
演
会
が
始
ま
る
と
、
お
馴
染
み
の
親
し
み
や

す
い
語
り
口
で
、
気
象
予
報
士
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
や
、
表
情
を
変
え
る
空
模
様
へ
の
好
奇
心

に
つ
い
て
、
楽

し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
て
お

話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

石
原
さ
ん

の
自
然
に
対

す
る
愛
情
が

感
じ
ら
れ
、

私
た
ち
も
、

同窓会長賞他 決定！
優れたゼミ展示を表彰

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
施
報
告

同
窓
会
主
催
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
24
年
度
答
辞 

・ 

総
代 

・ 

各
賞
受
賞
者
一
覧

同
窓
会
事
務
局
よ
り

講演中の石原良純さん

懇親会の様子

始球式

◀野村ゼミ
（レベルの高い展示が評価
 されました）

（ペンタクボールを手に）
▼本間ゼミ


